
本レポートは情報の提供を目的としており、何らかの行動を喚起するものではありません。ここに示した意見は本レポート作成現在の筆者の意見を示すのみです。

データや数値の抽出範囲・基準は任意で設定している場合があります。データ・資料等については、数値等の誤りが含まれている可能性があります。本レポート

に基づき、お客様が投資のご判断をされた結果生じた損害・損失については当行は一切責任を負いません。投資や資金運用に関する最終決定は、お客様ご自身で

判断されるようお願い申し上げます。本レポートの全部または一部の無断コピー・転載はご遠慮頂きますようお願い申し上げます。 
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前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 36,67 37,17 +0,50 42,10 -4,93

USD / BRL Spot BRL 3,2497 3,2299 -0,0198 2,8412 +0,3887

USD / JPY Spot JPY 119,13 120,07 +0,94 119,63 +0,44

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 50.095 51.243 +1.148 51.583 -340

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 288,0 285,5 -2,5 242,9 +42,6

Brazil 10yrs Gov. Bond % 13,24 13,17 -0,07 12,29 +0,88

DI Future Apr16（金利先物） % 13,64 13,60 -0,04 13,05 +0,55

3 Months US Dollar Libor % 0,275 0,275 +0,000 0,262 +0,013

CRB Index（国際商品指数） Index 215,2 214,3 -0,9 224,1 -9,8

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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昨日のドルレアルスポット相場は、取引開始直後に一時３．２９台手前までレアル安が進行した。地元紙が

週末に報道した内容によると、Ｌｅｖｙ財務相は２４日に行った講演において、「ルセフ大統領は物事を正し

い方向に導く情熱を有しているものの、より効率的な方法がある」と発言。Ｌｅｖｙ財務相は、その後この発言

は誤解であると釈明したものの、マーケットでは「Ｌｅｖｙ財務相によるルセフ大統領への公式批判」との見方

が強まり、レアル売りの材料と見なされた。しかし、引けにかけては中国にて追加緩和期待が高まったことも

あり、一転してレアル買いが優勢に。中国人民銀行の周総裁は、「同国の経済成長率の落ち込みがやや

行き過ぎており、政策当局には対応の余地がある」との見解を示した。レアル相場はこれを受けて３．２３台

で取引を終了。ボベスパ株式指数も前日比２．３％高と急伸した。この他、ルセフ大統領が、「現在の経済

的苦難は一時的なものである」と述べたことも、レアル買いをサポートしたと推測される。

中銀が公表した週次サーベイによると、２０１５年末の成長率見通しは１．０％減となり、１３週連続での下方

修正となった。また、インフレ率（ＩＰＣＡ）についても８．１３％と僅かながら見通しは悪化。多くの市場参加者

は来月２９日のＣＯＰＯＭにおいて、「中銀は２５～５０ｂｐの追加利上げに動く」と予想しているものの、政府

目標上限を上回るインフレ率を早期に抑制することは困難と見ている。レアル相場見通しは前回の３．１５
から３．２０へ引き上げられた。


